
（
法
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
認
に
係
る
土
地
に
お
け
る
土
地
の
形
質
の
変
更
の
届
出
を
要
し
な
い
行

為
）

第
二
十
一
条
の
四

法
第
三
条
第
七
項
第
一
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

（
新
規
）

一

対
象
と
な
る
土
地
の
面
積
が
九
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
土
地
の
形
質
の
変
更

二

対
象
と
な
る
土
地
の
面
積
が
九
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地
の
形
質
の
変
更
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な
い
行
為
又
は
鉱
山
関
係
の
土
地
に
お
い
て
行
わ
れ
る
土
地
の
形
質
の
変
更

イ

土
壌
を
当
該
土
地
の
形
質
の
変
更
の
対
象
と
な
る
土
地
の
区
域
外
へ
搬
出
す
る
こ
と
。

ロ

土
壌
の
飛
散
又
は
流
出
を
伴
う
土
地
の
形
質
の
変
更
を
行
う
こ
と
。

ハ

土
地
の
形
質
の
変
更
に
係
る
部
分
の
深
さ
が
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（
法
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
認
に
係
る
土
地
に
お
け
る
土
壌
汚
染
状
況
調
査
の
命
令
）

第
二
十
一
条
の
五

法
第
三
条
第
八
項
の
命
令
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

（
新
規
）

一

法
第
三
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
土
壌
汚
染
状
況
調
査
の
対
象
と
な
る
土
地
の
場
所

二

法
第
三
条
第
八
項
の
命
令
に
係
る
報
告
を
行
う
べ
き
期
限

（
法
第
三
条
第
八
項
の
命
令
に
係
る
報
告
）

第
二
十
一
条
の
六

法
第
三
条
第
八
項
の
命
令
に
係
る
報
告
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
七
に
よ

る
報
告
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
新
規
）

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

法
第
三
条
第
八
項
の
命
令
を
受
け
た
年
月
日

三

土
壌
汚
染
状
況
調
査
を
行
っ
た
場
所

四

土
壌
汚
染
状
況
調
査
に
お
い
て
最
大
形
質
変
更
深
さ
よ
り
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
深
さ
の
位
置
に
つ
い
て

試
料
採
取
等
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
場
合
は
そ
の
旨
、
当
該
試
料
採
取
等
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
深
さ
の
位

置
及
び
当
該
深
さ
の
位
置
の
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
又
は
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
て
い

な
い
お
そ
れ
が
あ
る
特
定
有
害
物
質
の
種
類

五

土
壌
汚
染
状
況
調
査
の
対
象
地
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
又
は
土
壌
含
有
量
基
準

に
適
合
し
て
い
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
特
定
有
害
物
質
の
種
類

六

土
壌
そ
の
他
の
試
料
の
採
取
を
行
っ
た
地
点
及
び
深
さ
、
日
時
、
当
該
試
料
の
分
析
の
結
果
並
び
に
当
該

分
析
を
行
っ
た
計
量
法
第
百
七
条
の
登
録
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
そ
の
他
の
土
壌
汚
染
状
況
調
査
の

結
果
に
関
す
る
事
項

七

土
壌
汚
染
状
況
調
査
を
行
っ
た
指
定
調
査
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

八

土
壌
汚
染
状
況
調
査
に
従
事
し
た
者
を
監
督
し
た
技
術
管
理
者
の
氏
名
及
び
技
術
管
理
者
証
の
交
付
番
号

２

前
項
の
報
告
書
に
は
、
土
壌
汚
染
状
況
調
査
の
対
象
地
の
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
を
明
ら

か
に
し
た
図
面
及
び
土
壌
汚
染
状
況
調
査
に
お
い
て
最
大
形
質
変
更
深
さ
よ
り
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
深
さ
の

位
置
に
つ
い
て
試
料
採
取
等
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
当
該
試
料
採
取
等
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
深
さ

の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
四
条
第
一
項
の
土
地
の
形
質
の
変
更
の
届
出
の
対
象
と
な
る
土
地
の
規
模
）

（
土
地
の
形
質
の
変
更
の
届
出
の
対
象
と
な
る
土
地
の
規
模
）

第
二
十
二
条

法
第
四
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
規
模
は
、
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。
た
だ
し
、
現

に
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
工
場
若
し
く
は
事
業
場
の
敷
地
又
は
法
第
三
条
第
一
項
本
文

に
規
定
す
る
使
用
が
廃
止
さ
れ
た
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
に
係
る
工
場
若
し
く
は
事
業
場
の
敷
地
（
同
項
本

第
二
十
二
条

法
第
四
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
規
模
は
、
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報 
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